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戦略的創造研究推進事業における２０２３年度新規研究領域と研究総括の決定 

および研究提案の募集について 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、文部科学省が設定した２０２３年度戦略目標を受け、戦略

的創造研究推進事業「ＣＲＥＳＴ」「さきがけ」および「ＡＣＴ－Ｘ」において、新たに１０の
研究領域を設定し、その研究総括を決定しました。この１０研究領域を対象として、２０２３

年度の研究提案募集を２０２３年４月１１日（火）から開始します。 

本事業は、社会・経済の変革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知
識に基づく革新的技術のシーズを創出することを目的とした基礎研究を推進します。国（文部

科学省）が戦略目標を設定し、その下に推進すべき研究領域と研究領域の責任者である研究総

括（プログラムオフィサー）をＪＳＴが定めます。研究提案は研究領域ごとに募集し、研究総
括が領域アドバイザーらの協力を得ながら選考します。 

研究領域の下、「ＣＲＥＳＴ」では選定された研究代表者が研究チームを編成して、「さきが

け」では研究者が個人で、研究を推進します。「ＡＣＴ－Ｘ」は優れた若手研究者を見いだして
育成するプログラムであり、研究総括および領域アドバイザーの助言・指導の下、若手研究者

の個人研究を支援するものです。 

なお２０２３年度の研究提案の募集は、２０２３年度に発足した新規研究領域と併せて、２
０２１年度、２０２２年度に発足した研究領域についても実施します。 

今回、新たに設定する研究領域は以下の通りです。 
 
ＣＲＥＳＴ・さきがけ 複合領域 

「量子・古典の異分野融合による共創型フロンティアの開拓」（研究総括：井元 信之） 
 
ＣＲＥＳＴ 

「海洋とＣＯ２の関係性解明から拓く海のポテンシャル」（研究総括：伊藤 進一） 

「ナノ物質を用いた半導体デバイス構造の活用基盤技術」（研究総括：齋藤 理一郎） 

「細胞操作」（研究総括：宮脇 敦史） 
 
さきがけ 

「海洋バイオスフィア・気候の相互作用解明と炭素循環操舵」（研究総括：神田 穣太） 

「新原理デバイス創成のためのナノマテリアル」（研究総括：岩佐 義宏） 

「社会課題を解決する人間中心インタラクションの創出」（研究総括：葛岡 英明） 

「計測・解析プロセス革新のための基盤の構築」（研究総括：田中 功） 
 
ＡＣＴ－Ｘ 

「次世代ＡＩを築く数理・情報科学の革新」（研究総括：原 隆浩） 

「トランススケールな理解で切り拓く革新的マテリアル」（研究総括：竹内 正之） 
 

＜募集期間＞ 

２０２３年４月１１日（火）～５月３０日（火）正午（さきがけ・ＡＣＴ－Ｘ） 

２０２３年４月１１日（火）～６月６日（火）正午（ＣＲＥＳＴ） 
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研究提案募集の詳細については、別紙および下記ホームページを参照してください。 

ＵＲＬ https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html 

 

＜添付資料＞ 

別紙：戦略的創造研究推進事業における２０２３年度の研究提案募集の概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 戦略研究推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

前田 さち子（マエダ サチコ） 

E-mail：rp-info[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 
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戦略的創造研究推進事業における２０２３年度の研究提案募集の概要 

 

１．事業の趣旨 

本事業は、日本が直面する重要な課題の克服に向けて、挑戦的な基礎研究を推進し、社会・

経済の変革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく創造的

な革新的技術のシーズ（新技術シーズ）を創出することを目的としています。 

 

２．事業の概要 

国の科学技術政策や社会的・経済的ニーズなどを踏まえて国（文部科学省）が設定する「戦

略目標」の下に、推進すべき研究領域と研究領域の責任者である研究総括（プログラムオフ

ィサー）をＪＳＴが定めます。研究総括は、戦略目標の達成へ向けて、科学技術イノベーシ

ョンを生み出す革新的技術のシーズの創出を目指した戦略的な基礎研究を推進します。 

本事業のうち、「ＣＲＥＳＴ」「さきがけ」「ＡＣＴ－Ｘ」では、研究総括が研究領域を「ネ

ットワーク型研究所」として運営します。研究領域ごとに研究提案を募集し、研究総括が領

域アドバイザーらの協力を得ながら選考します。研究領域の下で、選定された研究代表者が

研究チームを編成し（ＣＲＥＳＴ）、または研究者が個人で（さきがけ、ＡＣＴ－Ｘ）、研究

を推進します。 

    
 

 

 

３．各研究タイプの概要と特徴 

（１）ＣＲＥＳＴ 

ａ．ＣＲＥＳＴは、日本が直面する重要な課題の克服に向けて、独創的で国際的に高い水準

の目的基礎研究を推進し、社会・経済の変革をもたらす科学技術イノベーションに大き

く寄与する、新たな科学知識に基づく創造的で卓越した革新的技術のシーズ（新技術シ

ーズ）を創出することを目的とするネットワーク型研究（チーム型）です。研究領域の

責任者である研究総括が定めた研究領域運営方針の下、研究総括が選んだ、日本のトッ

プ研究者が率いる複数のベストチームが、チームに参加する若手研究者を育成しなが

ら、戦略目標の達成に向けて研究を推進します。 

ｂ．研究総括が、産・学・官の各機関に所在する研究代表者を総括し、研究領域を「ネット

別 紙 

図１ 研究の実施体制 

（ＣＲＥＳＴの場合） 

図２ 研究の実施体制 

（さきがけ、ＡＣＴ－Ｘの場合） 
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ワーク型研究所」として運営します。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責任者

として、領域アドバイザーなどの協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を運営し

ます。 

･研究領域の運営方針の策定 

･研究課題の選考 

･研究計画（研究費、研究チーム編成を含む）の調整・承認 

･各研究代表者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の機会を通じた、研究代表者との意見交換、研究への助言・指導 

･研究課題の評価 

･その他、必要な手段 

ｃ．研究代表者は、自らが立案した研究構想の実現に向けて、複数の研究者からなる１つの

最適な研究チームを編成することができます。研究代表者は、自らが率いる研究チーム

（研究課題）全体に責任を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推進し

ます。 

 

（２）さきがけ 

ａ．さきがけは、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、独創的・挑戦的かつ国際的

に高水準の発展が見込まれる先駆的な目的基礎研究を推進し、社会・経済の変革をもた

らす科学技術イノベーションの源泉となる、新たな科学知識に基づく創造的な革新的技

術のシーズ（新技術シーズ）を世界に先駆けて創出することを目的とするネットワーク

型研究（個人型）です。研究領域の責任者である研究総括が定めた研究領域運営方針の

下、研究総括が選んだ若手研究者が、研究領域内および研究領域間で異分野の研究者ネ

ットワークを形成しながら、戦略目標の達成を目指し、若手ならではのチャレンジング

な個人型研究を推進します。 

ｂ．研究総括が、個人研究者を総括し、研究領域を「ネットワーク型研究所」として運営し

ます。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責任者として、領域アドバイザーなど

の協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を運営します。 

 研究領域の運営方針の策定 

 研究課題の選考 

 研究計画（研究費計画を含む）の調整・承認 

 各個人研究者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の意見交換などの機会を通じた、個人研究者への助言・指導 

 研究課題の評価 

 その他、研究活動のさまざまな支援など、必要な手段 

ｃ．個人研究者は、自らが立案した研究構想の実現に向けて、自己の研究課題の実施に責任

を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推進します。 

 

（３）ＡＣＴ－Ｘ 

ａ．ＡＣＴ－Ｘは、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、優れた若手研究者を発掘

し、育成することを目的とするネットワーク型研究（個人型）です。研究総括が定めた

研究領域運営方針の下、独創的・挑戦的なアイデアを持つ研究者を見いだし、科学技術
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イノベーションにつながる新しい価値の創造を目指した研究を行うことを支援し、研究

総括および領域アドバイザーの助言・指導の下、若手研究者が独自のアイデアからなる

研究を進め、研究領域内外の異分野の研究者と相互触発することで、研究者ネットワー

クを形成しながら研究者としての個を確立することを目指します。 

ｂ．今年度の募集では、以下の個人研究者を対象とします。 

○ ２０２３年４月１日時点で博士の学位取得後８年未満 

○ 博士の学位未取得の場合は、２０２３年４月１日時点で学士の学位取得後１３年未

満 

○ 学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休業の期間を除くと上記該当年数

未満 

上記にかかわらず、学生は大学院生に限り応募が可能です。大学院生や企業の若手研

究者からの積極的な応募も期待しています。 

ｃ．個人研究者は、自らが立案した研究構想の実現に向けて、自己の研究課題の実施に責任

を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推進します。なお、学生など所

属機関の規定により委託研究費の執行権限を有さず委託研究契約の当事者となれない

方が応募する場合には、指導教員等も委託研究契約における責任を負っていただきま

す。 

ｄ．研究総括が、個人研究者を総括するとともに、個人研究者それぞれに対してメンターの

役割をも担う担当の領域アドバイザーを配置し、研究領域を「ネットワーク型研究所」

として運営します。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責任者として、領域アド

バイザー等の協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を運営します。 

 研究領域の運営方針の策定 

 研究課題の選考 

 研究計画（研究費計画を含む）の調整・承認 

 各個人研究者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の意見交換などの機会を通じた、個人研究者への助言・指導 

 研究課題の評価 

 その他、研究活動のさまざまな支援など、必要な手段 

 

４．文部科学省のＡＩＰプロジェクト（人工知能／ビッグデータ／ＩｏＴ／サイバーセキュリ

ティ統合プロジェクト）における役割について 

ＡＩＰプロジェクトは文部科学省において２０１６年度より開始された事業であり、世界

最先端の人材を結集し、革新的な人工知能技術を中核として、ビッグデータ・ＩｏＴ・サイ

バーセキュリティを統合した研究開発を行う拠点「ＡＩＰセンター」を理化学研究所で運営

し、イノベーションを切り開く独創的な研究者などを支援する公募プログラムをＪＳＴの戦

略的創造研究推進事業の一部として推進します。 

ＪＳＴでは、関係する研究領域群を「ＡＩＰネットワークラボ」と称して、２０２３年度

発足領域ではさきがけ「社会課題を解決する人間中心インタラクションの創出」、ＡＣＴ－

Ｘ「次世代ＡＩを築く数理・情報科学の革新」の２つ（２０２１年度、２０２２年度発足領

域と合わせて６つ）の研究領域で研究提案募集を実施します。 
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５．各研究タイプの研究費や研究期間など 

原則として下記の通りですが、各研究領域の運営方針により異なる場合があります。詳細

は研究提案募集ウェブサイトの「提案を募集する研究領域」より各研究領域の募集方針をご

確認ください。 

ＵＲＬ https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html 

 

研究タイプ 研究期間内の研究費総額 研究期間 

ＣＲＥＳＴ １.５～５億円 ５年半以内 

さきがけ ３～４千万円 ３年半以内 

ＡＣＴ－Ｘ 
数百万円を標準 

（加速フェーズ注）：領域ごとに設定） 

２年半以内 

（加速フェーズ：さらに１年以内） 

注）加速フェーズ：ＡＣＴ－Ｘの研究期間は２年半を標準としますが、採択された研究者が

希望する場合は、その後に加速フェーズと呼ばれる追加支援を１年間受けられる可能性

があります。加速フェーズの支援を受けられる課題数、研究費は研究領域ごとに設定し

ます。 

 

６．研究提案を募集する研究領域と募集期間 

２０２３年度に研究提案を募集する研究領域と募集期間は、以下の通りです。 

２０２３年度の研究提案の募集・選考は、２０２１年度、２０２２年度に発足した研究領

域と２０２３年度に発足する新規研究領域で行います。 

なお、研究提案者として応募できるのは「ＣＲＥＳＴ」、「さきがけ」、「ＡＣＴ－Ｘ」のい

ずれか１件のみです。重複して応募することはできません。ただし、２０２２年度より「さ

きがけ」、「ＡＣＴ－Ｘ」個人研究者と「ＣＲＥＳＴ」の主たる共同研究者を同時に応募、実

施することを可能としています。 

 

ＣＲＥＳＴ： ２０２３年４月１１日（火）～６月６日（火）正午 

さきがけ・ＡＣＴ－Ｘ： ２０２３年４月１１日（火）～５月３０日（火）正午 
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ＣＲＥＳＴ・さきがけ 複合領域 

２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

量子フロンティア開

拓のための共創型研

究 

「量子・古典の異分野融合による共創型フロンテ

ィアの開拓」 

本研究領域は、量子コンピュータ・量子通信・量子

センサー等の量子情報技術を単独または組み合わせ

て、ハードを造る・システム化する・ソルバーとして

使う・ソフトを開発する・新しい使い方を開拓するに

あたり、他の分野（素粒子・宇宙、物性物理、化学、

材料工学、電気電子、情報処理、機械工学、計算科学、

最適制御、ＡＩ、基礎数理など）の既存成果や考え方

を積極的に取り入れたり、逆にこれらの分野に共創

的に融合したりして分野の変化をもたらすことによ

り、新たな「量子フロンティア」の開拓を目指します。 

このため、多くの分野や階層が有機的に融合し、新

たな要素技術が大きく育つように、ネットワーク型

のＣＲＥＳＴ研究と個人型のさきがけ研究を一体運

営したハイブリッド型の領域です。 

井元 信之 

（東京大学 

特命教授室 

特任教授） 

 

ＣＲＥＳＴ 

２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

海洋とＣＯ２の関係

性解明と機能利用 

「海洋とＣＯ２の関係性解明から拓く海のポテンシ

ャル」 

本研究領域では、異分野融合アプローチによる、大

気・陸域と海洋の炭素交換過程の解明、大気中ＣＯ２

濃度増加への生態系を含む海洋の応答機能の解明を

通じた海洋とＣＯ２の関係の統合的理解と、海洋機能

を最大限活用した気候変動対策のためのイノベーシ

ョン創出を目指します。 

具体的には、大気ＣＯ２濃度増加がもたらす海洋へ

の影響について、以下の３つのテーマを柱として進

めます。１)海洋の炭素吸収・貯留・隔離プロセス及

び温暖化・酸性化・貧酸素化による炭素循環へのフィ

ードバックプロセスの解明、２）海洋生態系サービス

への温暖化・酸性化・貧酸素化を含めた影響評価と炭

素循環へのフィードバックプロセスの解明、３）海洋

とＣＯ２の関係性を解明・制御するための革新的な基

盤技術の開発。 

伊藤 進一

（東京大学 

大気海洋研究

所 教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

研究領域の推進にあたっては、ＣＯ２をはじめとす

る炭素循環の様々な要因を高い精度で定量的に把握

することや、各種大規模データの解析やモデル化と

検証が求められることから、海洋系の研究分野に加

え、陸域炭素循環に関連する林学・農学、機械学習な

どを含む情報科学、そして計測技術などを含む工学

など、多様な分野の研究者が「海を解き明かす」こと

を目指します。その異分野連携においては統合的か

つフレキシブルな運営を推進し、さらに戦略目標の

達成に向けた成果を最大化すべく、さきがけ研究領

域「海洋バイオスフィア・気候の相互作用解明と炭素

循環操舵」とも連携を進めていきます。 

新たな半導体デバイ

ス構造に向けた低次

元マテリアルの活用

基盤技術 

「ナノ物質を用いた半導体デバイス構造の活用基

盤技術」 

本研究領域では、令和５年度戦略目標「新たな半導

体デバイス構造に向けた低次元マテリアルの活用基

盤技術」に基づいて、グラフェンや遷移金属ダイカル

コゲナイド物質に代表される２次元物質やナノチュ

ーブ、ナノワイヤーに代表される１次元物質（以下ナ

ノ物質）を用いた半導体デバイスを近未来に活用す

るための基盤技術を構築します。 

ここで基盤技術とは、生産性の向上において波及

効果が大きい基本原理・技術を指します。具体的に

は、ナノ物質を用いた半導体ウエハー・デバイス作製

と動作回路の構築、ならびにナノ物質に特化したデ

バイスの動作原理を指します。対象はナノ物質を用

いた半導体です。電界効果トランジスタ（ＥＦＴ）論

理回路、フレキシブルデバイス、ｐｎ／ヘテロ接合素

子、熱電素子、太陽電池、ＬＥＤ発光・受光素子、Ｔ

Ｈｚ遠赤外素子、化学／生物物質センサー、人工筋

肉、ＭＥＭＳなど様々なデバイスを対象とします。素

子単独だけでなく回路・システムとして総合的に構

築し、実用に向け「死の谷（注：基礎研究と実用の間

にある困難を象徴する言葉）にかける橋」を目指しま

す。システムを構築するために、研究実績のある研究

者間で異分野の融合チームを組み、高度な基礎学理

に基づき、ナノ物質材料の創製と提供、デバイス作

製、回路構成等の成果を研究期間前半で実現し、さら

にプロセス技術も含めて、将来の実用に繋がる次世

代の革新的半導体基盤技術を創出します。 

齋藤 理一郎 

（東北大学 

名誉教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

革新的な細胞操作技

術の開発と細胞制御

機構の解明 

「細胞操作」 

本研究領域は、細胞制御の機構に関する操作と理

解をインタラクティブに進めることにより、ライフ

サイエンスの幅広い分野にインパクトをもたらす技

術革新の創出を目指します。 

細胞という複雑な要素から構成される集合システ

ムを支配する因果関係を暴くには、ある特定の要素

の働きを操作してシステム全体あるいは他の要素の

振る舞いを調べることが有効です。そこで本研究領

域は、技術開発の側に立って、細胞制御機構の操作

（細胞操作と略称）に焦点を合わせる方針をとりま

す。解析に伴って必然的に起こる対象への操作を定

量的に扱う必要を認識しつつ、対象を自在に操作す

る技術の開発を鋭意進めます。 

細胞操作とは細胞を遊ぶことであると捉え、細胞

遊びを巡って生まれる操作と理解のスパイラルが、

領域の外とも相互作用しながら正に成長し、どこか

でたとえ小さくても新しい渦を創ることを望みま

す。想定外の展開を積極的に取り込み、採択された各

研究チームが設定目標を大胆に見直しながら研究を

進めることで、領域自身もしなやかな成長を図りま

す。 

宮脇 敦史

（理化学研究

所 脳神経科

学研究センタ

ー／光量子工

学研究センタ

ー チームリ

ーダー） 

 

２０２２年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

社会課題解決を志向

した計測・解析プロ

セスの革新 

「社会課題解決を志向した革新的計測・解析システ

ムの創出」 

本研究領域は、計測技術の進化と最先端の数理モ

デリング・機械学習等の情報技術とを組み合わせ

て、計測・解析手法を高度に進化させることによ

り、計測・解析における現実の様々な難課題を解決

でき、また、今後、１０年・２０年にわたり我が国

の研究環境上のアドバンテージとして計測・解析プ

ロセスを革新できる、新たな計測・解析システムの

創出を目指します。 

具体的には、「先端計測限界突破」、「計測デー

タインフォマティックス活用」、「マルチスケー

ル・マルチモーダル計測、ユースケース開拓」を主

要な研究要素とし、これらが連携する研究環境を実

現することで、計測・解析の革新を図ります。 

鷲尾 隆 

（ 大 阪 大 学 

産業科学研究

所 教授） 
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２０２１年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

資源循環の実現に向

けた結合・分解の精

密制御 

「分解・劣化・安定化の精密材料科学」 

本研究領域は、外部刺激により材料を自在に分解

する手法を開発するとともに、分解を自在に制御で

きる材料の開発、それら材料の階層構造制御による

高機能化に関する研究、材料における環境に優しい

劣化や安定化の制御法の開発を通じて、材料の分解・

劣化・安定化の精密制御を達成し、究極の相反する物

性である分解性と安定性の自在制御が可能なサステ

イナブル材料開発のための精密材料科学の確立を目

指すものです。 

高原 淳 

（ 九 州 大 学 

ネガティブエ

ミッションテ

クノロジー研

究 セ ン タ ー 

特任教授） 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ  

５．０時代の安心・安

全・信頼を支える基

盤ソフトウェア技術 

「基礎理論とシステム基盤技術の融合によるＳｏｃ

ｉｅｔｙ ５．０のための基盤ソフトウェアの創

出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域では、基礎理論分野とシステム基盤技

術分野を横断的に融合・統合する研究開発の推進に

より、Ｓｏｃｉｅｔｙ ５．０時代の安心・安全・信

頼を支える革新的な基盤ソフトウェアの創出を目指

します。具体的には、以下の３つの達成目標に取り組

みます。 

（１）信頼できないハードウェアやＯＳを含む計算環

境で安全なシステムを構築可能とするセキュリ

ティ技術の創出 

（２）オープンな環境でもプライバシーを確保するデ

ータ収集・解析技術の創出 

（３）データの自由な流通と個人情報の安全性確保を

両立するシステム実装技術の確立 

岡部 寿男 

（ 京 都 大 学 

学術情報メデ

ィアセンター 

センター長・

教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

『バイオＤＸ』によ

る科学的発見の追究 

「データ駆動・ＡＩ駆動を中心としたデジタルトラ

ンスフォーメーションによる生命科学研究の革

新」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域は、情報科学・工学・生命科学が三位

一体となって生命科学研究におけるＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）を推進する、いわば

「データ駆動型・ＡＩ駆動型」の研究によりこれま

では手が届かなかったような高度な科学的発見を目

指します。 

具体的には、（１）多様、大量のデータセットか

らＡＩなどデジタル情報処理技術を活用することで

データ取得・解析の質的・量的限界を超えて、新し

い生命現象とそのモデル化を可能とするための研究

開発を行い、次世代型生命科学研究のモデルケース

を示すことを目指します。また、そのために必要な

要素課題として（２）革新的なデータ駆動型研究手

法やＡＩ駆動型研究の手法の確立に向けた研究開発

もサポートします。 

上記により、生命科学研究におけるパラダイムシ

フトの潮流を作るとともに、複雑な生命システムの

解明が可能な社会、研究者が真に創造的な活動に取

り組むことができる社会の実現を目指します。 

研究総括： 

岡田 康志 

（理化学研究

所 生命機能

科学研究セン

ター チーム

リーダー／東

京大学 大学

院医学系研究

科 教授） 

 

研 究 総 括 補

佐： 

髙橋 恒一 

（理化学研究

所 生命機能

科学研究セン

ター チーム

リーダー） 

元素戦略を基軸とし

た未踏の多元素・複

合・準安定物質探査

空間の開拓 

「未踏探索空間における革新的物質の開発」 

本研究領域は、元素の潜在能力を最大限に引き出

すとともに、元素の組み合わせがもたらす膨大な物

質探索空間を開拓することにより、複数元素のシナ

ジー効果による革新的な機能・物性を有する新材料

を創出することを目的とします。具体的には、無機物

質、有機物質を問わず、物質探索空間を複合化・多元

素化・準安定相などの未踏の領域に拡大し、効率的に

物質探索を進める戦略的な取り組みを重視します。 

北川 宏 

（ 京 都 大 学 

大学院理学研

究科 教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

ヒトのマルチセンシ

ングネットワークの

統合的理解と制御機

構の解明 

「生体マルチセンシングシステムの究明と活用技術

の創出」 

本研究領域では、従来の各感覚モダリティや生物

階層の境界条件内に特化した要素還元的な研究では

なく、生体内外からのさまざまな環境情報入力が全

身生理機能に与える影響とそのメカニズム・ネット

ワークを解明する研究や、それらを生かしてマルチ

モーダルな感覚情報を統合的に理解し、生体センサ

ーフュージョンを実現するための技術開発を推進し

ます。また、マルチセンシングメカニズムを可視

化、操作、伝送、提示するための基盤・応用技術の

創出も目指します。加えて、ヒトには本来備わって

いない多彩なセンシング能力（多様な生物が進化の

過程で獲得した能力や、現代科学技術が可能にした

能力など）を解明し、ヒトのセンシングシステムの

新たな理解の切り口とし、これらを活用可能とする

原理や有用なデバイスの開発を推進します。 

ＪＳＴと日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）が４プ

ログラム（ＣＲＥＳＴ、さきがけ、ＡＭＥＤ－ＣＲＥ

ＳＴ、ＰＲＩＭＥ）を同時に立ち上げ、互いに連携し

ながら研究を進めます。 

研 究 領 域 統

括： 

永井 良三  

（自治医科大

学 学長） 

 

研究総括： 

入來 篤史 

（理化学研究

所未来戦略室 

上級研究員） 
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さきがけ 

２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

海洋とＣＯ２の関係

性解明と機能利用 

「海洋バイオスフィア・気候の相互作用解明と炭素

循環操舵」 

本研究領域では、海洋と気候のシステムの変貌と相

互作用を正しく理解するとともに、海洋における二

酸化炭素吸収等の人為的制御技術の研究・開発を進

めて、持続可能な温暖化抑制への貢献を目指します。 

具体的には、海洋と気候の相互作用の解明に関連す

る研究に加え、炭素循環などの人為的制御による温

暖化対策の可能性を評価・開発する研究を進めます。

ローカルからグローバルまでの多様な空間スケール

と地質学的な過去から未来までの多様な時間スケー

ルにおいて、環境学、気象学、海洋物理学、分析化学、

生態学、生命科学だけでなく、データ科学、人工知能、

情報通信、材料・デバイス工学における様々な先端技

術を用いて、観測、理論解析、数値計算、室内実験、

船上実験など様々な研究アプローチにより、炭素を

はじめとする物質循環の理解とその制御を目指す技

術開発に貢献します。 

神田 穣太 

（東京海洋大

学 学術研究

院海洋環境科

学部門 教

授） 

新たな半導体デバイ

ス構造に向けた低次

元マテリアルの活用

基盤技術 

「新原理デバイス創成のためのナノマテリアル」 

本研究領域では、２次元物質をはじめとする多様な

ナノマテリアルの電子デバイスに関する基礎学理の

構築と基盤技術の開発を目的とします。ナノマテリ

アルは、近年ファンデルワールス物質の特徴を生か

したナノチューブや２次元物質が最先端半導体デバ

イスのコアマテリアルとして期待されているだけで

なく、種々のセンサ、光デバイス、スピントロニクス

デバイスなどとして応用が進展しています。一方、２

次元物質は、そのデバイス化によってバルク材料で

は実現できない量子物性が数多く発見され、世界的

に大きなインパクトを与えています。このように、ナ

ノマテリアルとそのデバイスを用いて、先端エレク

トロニクスの基礎を切り開くとともに、新規物性を

開拓しこれに基づくデバイスの新原理を創成しま

す。これによって、ナノマテリアルでしかできない新

機能、高性能デバイスの実現を目指します。 

具体的には、ファンデルワールス物質に限らず、電

子機能を有するあらゆるナノマテリアルを対象と

し、極薄膜や界面なども含みます。物質の合成から、

デバイス作製とそのプロセス開発、基礎物性の解明

岩佐 義宏 

（東京大学 

大学院工学系

研究科 教

授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

から機能開発と高度化まで、物理、化学、材料科学、

電子工学などの学際的アプローチで、独創性の高い

基礎学理を確立するとともに、ナノマテリアルの活

用基盤技術を構築します。 

人間理解とインタラ

クションの共進化 

「社会課題を解決する人間中心インタラクションの

創出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域では、システム開発と、人文・社会科学

的な研究による分析・評価を繰り返すことによって、

情報科学技術と人文・社会科学を融合させた総合知

的な研究を促進・浸透させ、これによって社会課題の

解決や人のＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇに資する人間中心

の新しいインタラクションを創出することを目指し

ます。 

具体的には、認知科学的な研究や質的な調査に基づ

いた人間理解の深化と、そうした理解に基づいた新

規的かつ有用なインタラクションの創出、さらには

情報科学技術と人文・社会科学分野をつなぐ新たな

研究手法を探求します。 

なお、本研究領域は文部科学省の人工知能／ビッグ

データ／ＩｏＴ／サイバーセキュリティ統合プロジ

ェクト（ＡＩＰプロジェクト）の一環として運営しま

す。 

葛岡 英明 

（東京大学 

大学院情報理

工学系研究科 

教授） 

社会課題解決を志向

した計測・解析プロ

セスの革新 

「計測・解析プロセス革新のための基盤の構築」 

本研究領域では、革新的な計測技術に繋がる実験や

計算機シミュレーションの深耕とともに、最新の情

報科学に基づいた知識抽出技術を開拓し、世界トッ

プレベルの研究遂行を目指します。同じ戦略目標の

下に、既にＣＲＥＳＴの研究領域が設定されており、

計測・解析により現実の様々な難課題の解決を図る

ための研究が進められています。さきがけにおいて

は、その前段階となる基盤研究、とくに、①計測の原

理や手法の深化と革新（「見る」）、②インフォマティ

クスを活用したデータ解析による革新的な知識抽出

技術創出（「気づく」「わかる」）を目指します。そし

てＣＲＥＳＴと連携して、「見る」「気づく」「わかる」

の一連の研究開発プロセスの基盤形成を目指しま

す。 

田中 功 

（京都大学 

大学院工学研

究科 教授） 
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２０２２年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

量子情報と量子物性

の融合による革新的

量子制御技術の創成 

「物質と情報の量子協奏」 

本研究領域は、革新的量子制御技術の創成を目的

として、量子情報の視点に立脚しながら量子物性を

テクノロジーへと転換していく独創的で挑戦的な研

究を推進します。 

具体的には、量子情報に基づいた量子物質におけ

る新しい量子状態制御手法の開拓、新原理量子ビッ

ト・量子センサ・量子シミュレーションの提案と実

証、将来的に実現可能な物理系を念頭においた量子

アルゴリズムの提案と実証などを対象とします。 

小林 研介 

（ 東 京 大 学 

大学院理学系

研 究 科  教

授） 

文理融合による社会

変革に向けた人・社

会解析基盤の創出 

「文理融合による人と社会の変革基盤技術の共創」

（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域は、行動変容等の社会変革に向けた基

盤として、様々なスケール・種類のデータから人や

社会を解析する技術、それに基づいたシミュレーシ

ョンにより政策シナリオ等を導出する技術を、人

文・社会科学と自然科学の融合によって共創するこ

とを目指します。 

具体的には、防災・減災・リスク管理、感染症対策・

リモート化するＡｆｔｅｒコロナ社会、社会・経済格

差、Ｗｅｂ・ソーシャルメディアの健全な利活用等の

社会課題をテーマとして、１） マルチスケール（個

人、コミュニティ、社会）の活動データや人文・社会

科学の知見に基づく、人や社会の行動特性・嗜好の導

出、行動判断等をもたらす要因の特定やそれらのモ

デル化・数値化等、２） モデル化・数値化した人や

社会の特性を導入したマルチエージェント等のシミ

ュレーションにより、政策立案・決定等に資するシナ

リオの導出、３） 導出される政策シナリオ等の効果

や社会受容性の向上手法の探索及び１）・２）のへの

フィードバック、等の研究に取り組みます。 

栗原 聡 

（慶應義塾大

学 理工学部 

教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

「総合知」で切り拓

く物質変換システム

による資源化技術 

「地球環境と調和しうる物質変換の基盤科学の創

成」 

本研究領域は、人間社会が地球環境と調和するた

めに不可欠な物質循環に関わる元素からなる安定な

分子から、エネルギー消費と廃棄物排出を極力抑制

しながら、目的である有価値物質を高い選択性で変

換できる物質変換の研究開発とこれに関わる基礎科

学の創出を目指します。 

具体的には、地球表面に豊富に存在し、人をはじめ

とする生物や食物を構成している元素、あるいは人

間社会で利用されている元素の中で物質循環が重要

とされている元素およびその化合物（主に炭素、窒

素、酸素、水素、リン、硫黄、ケイ素などとその化合

物）を対象とした物質変換に関わる基礎的な研究開

発を行います。 

山中 一郎 

（東京工業大

学 物質理工

学院 教授） 

老化に伴う生体ロバ

ストネスの変容と加

齢性疾患の制御に係

る機序等の解明 

「加齢による生体変容の基盤的な理解」 

本研究領域は老化を、「加齢によって生体がロバス

トネスとレジリエンスの変容をきたす現象」として

捉え、本研究領域では広範な生命科学的アプローチ

によって加齢におけるロバストネスとレジリエンス

の変容に関する基盤的な理解を目標とします。 

これらの加齢による生体変容を理解するために

は、これまで生命・医科学研究で培われてきた計測・

解析技術、例えば各種オミクス技術やイメージング

技術、データ解析やシミュレーション、ゲノム編集技

術等を総動員し、さらに他分野の科学技術をも積極

的に取り入れて挑む必要があります。また、今まで使

われてきたモデル生物（マウス、小型魚類、ショウジ

ョウバエ、線虫、酵母等）に加えて、短命種や長命種

の新規モデル生物、本領域の研究に資するオルガノ

イド開発までも対象とします。 

研 究 領 域 統

括： 

望月 直樹 

（国立循環器

病研究センタ

ー 理事・研

究所長） 

 

研究総括： 

三浦 正幸 

（ 東 京 大 学 

大学院薬学系

研究科 教授 

） 

 

２０２１年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

資源循環の実現に向

けた結合・分解の精

密制御 

「持続可能な材料設計に向けた確実な結合とやさし

い分解」 

本研究領域では、資源の有効利用や持続可能な材

料生産システムの構築を目指して、「確実な結合とや

さしい分解」を兼ね備えたサステイナブル材料の創

岩田 忠久 

（ 東 京 大 学 

大学院農学生

命科学研究科 

教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

製に向けた独創的な基盤技術の研究開発を目的とし

ます。確実な結合とは、使用中は優れた機能や性能を

安定的に発揮するための結合や構造で、やさしい分

解とは、使用後は再利用可能な材料に変換するため

に、温和な条件下で原子・分子レベルあるいは中間・

部分構造に速やかに分解することです。 

複雑な輸送・移動現

象の統合的理解と予

測・制御の高度化 

「複雑な流動・輸送現象の解明・予測・制御に向け

た新しい流体科学」 

本研究領域では、近年その発展が目覚ましい、流れ

の数値シミュレーションのための環境や手法、流れ

の計測技術、そして、これらにより得られた膨大なデ

ータを解析する応用数学的手法を駆使し、これまで

困難であった複雑な流動・輸送現象の抜本的な解明

や、より正確な予測および高度な制御法の確立に向

けた、新しい流体科学の基盤を構築することを目的

とします。 

後藤 晋 

（ 大 阪 大 学 

大学院基礎工

学研究科 教

授） 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 

５．０時代の安心・安

全・信頼を支える基

盤ソフトウェア技術 

「社会変革に向けたＩＣＴ基盤強化」（ＡＩＰネッ

トワークラボ） 

本研究領域では、理論（数学や計算機科学の基礎）

と社会システムの基盤技術（アルゴリズム、アーキテ

クチャー、ＯＳ、ネットワーク、データベース、Ｉｏ

Ｔ、セキュリティ、言語など）の研究者の領域内の交

流・触発により国際競争力を強化した科学技術イノ

ベーションの創出を実現し、社会変革に向けたＩＣ

Ｔ基盤の強化を目指します。さらに、将来の社会シス

テムの課題解決や社会変革を意識した研究開発を通

して、構想段階からセキュリティやプライバシーを

考慮したシステム設計・構築を推進するリーダー人

材の育成に取り組みます。 

東野 輝夫 

（京都橘大学

副学長） 

元素戦略を基軸とし

た未踏の多元素・複

合・準安定物質探査

空間の開拓 

「物質探索空間の拡大による未来材料の創製」 

本研究領域は、われわれが直面する環境・資源・エ

ネルギー、医療・健康などに代表される社会課題を解

決するために、従来の技術とは異なる非連続な概念・

コンセプトを探求したシンプルかつ斬新なアイデア

により、これまでの物質探索空間の枠を超えた、革新

的な新機能性材料の創出を目指します。 

陰山 洋 

（ 京 都 大 学 

大学院工学研

究科 教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

「総合知」で築くポ

ストコロナ社会の技

術基盤 

「パンデミックに対してレジリエントな社会・技術

基盤の構築」 

本研究領域では、繰り返される感染症の脅威に人

類がどのように対応してきたのか長い歴史を振り返

るとともに、ＣＯＶＩＤ－１９対応により見えてき

た社会的・技術的課題の本質を見極め、さまざまな専

門性を持った研究者が結集しネットワークを形成し

ながら、あらゆる立場の人々が共生しつつ感染状況

に応じた適切な対策を取ることを可能とする持続可

能な社会を作り出すための社会・技術基盤の構築を

目指します。 

押谷 仁 

（ 東 北 大 学 

大学院医学系

研 究 科  教

授） 

ヒトのマルチセンシ

ングネットワークの

統合的理解と制御機

構の解明 

「生体多感覚システム」 

本研究領域では生命活動における生体多感覚シス

テムの機能解明とその機能や作動原理を応用した技

術開発を推進します。生体内では、インプットされた

外的・内的な刺激はさまざまな感覚受容器で特殊感

覚・内臓感覚・体性感覚などの感覚情報として符号化

され、電気信号に変換されたのち、末梢神経を経て中

枢神経に伝達されます。そのような多様な生体感覚

と末梢神経のネットワークを統合した生体多感覚シ

ステムの包括的な解明を目指します。 

ＪＳＴと日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）が４プ

ログラム（ＣＲＥＳＴ、さきがけ、ＡＭＥＤ－ＣＲＥ

ＳＴ、ＰＲＩＭＥ）を同時に立ち上げ、互いに連携し

ながら研究を進めます。 

研 究 領 域 統

括： 

永井 良三 

（自治医科大

学 学長） 

 

研究総括： 

神崎 亮平 

（ 東 京 大 学 

先端科学技術

研究センター 

教授） 
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ＡＣＴ－Ｘ 

２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

人間理解とインタラ

クションの共進化 

「次世代ＡＩを築く数理・情報科学の革新」（ＡＩ

Ｐネットワークラボ） 

本研究領域では、既存のＡＩ技術の限界・困難を

克服するため、ＡＩ技術・情報科学および数学・数理

科学、その他様々な研究分野の融合・応用によるＡＩ

技術の高度化や適用範囲の拡大などの、挑戦的な研

究課題に取り組む若手研究者を支援することで、新

しい価値の創造につながる研究開発を推進します。

具体的には、従来の人工知能を中心とする情報科学

の研究課題のみならず、情報科学と数理科学の双方

の知見を活かしたデータ活用手法、例えばニューロ

シンボリック、ファウンデーションモデル、ヒューマ

ンインザループ、シンセティックＡＩ等を含む、Ａ

Ｉ・情報科学、数理科学、その他多様な研究分野と、

その応用分野からのフィードバック・交流や融合に

おいて、新しい発想に基づく、挑戦的な研究開発を進

めます。さらに、量子計算など新しい計算パラダイム

における革新的なＡＩ技術の確立も目指します。 

なお、本研究領域は文部科学省の人工知能／ビッ

グデータ／ＩｏＴ／サイバーセキュリティ統合プロ

ジェクト（ＡＩＰプロジェクト）の一環として運営し

ます。 

原 隆浩 

（大阪大学 

大学院情報科

学研究科 研

究科長・教

授） 

文理融合による社会

変革に向けた人・社

会解析基盤の創出 

信頼されるＡＩ 

数理科学と情報科学

の連携・融合による

情報活用基盤の創出

と社会への展開 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 

５．０を支える革新

的コンピューティン

グ技術の創出 

社会課題解決を志向

した計測・解析プロ

セスの革新 

「トランススケールな理解で切り拓く革新的マテリ

アル」 

本研究領域は、「トランススケール」というキーワ

ードをもとに、より良い社会を築くための革新的マ

テリアル創成を目的とします。マテリアルは、産学の

強みであり、新しい資本主義の成長戦略全てに貢献

し得る重要な基盤技術とされています。革新的マテ

リアルの創成には、トランススケール（ナノ～メソ～

マクロ）な理解が大きな鍵を握ります。本研究領域で

は、構造、計算、計測、データなどの多様な分野にお

いて、基礎学問に立脚しながらも、空間的または時間

的なスケール階層をまたいだ理解により、真に機能

する革新的マテリアル創成を目指します。 

研究推進にあたっては若手研究者育成の観点を重

視し、異分野交流の場を設けることで、社会に貢献す

竹内 正之

（物質・材料

研究機構 高

分子・バイオ

材料研究セン

ター センタ

ー長） 

資源循環の実現に向

けた結合・分解の精

密制御 

元素戦略を基軸とし

た未踏の多元素・複

合・準安定物質探査

空間の開拓 

自在配列と機能 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

情報担体と新デバイ

ス 

る先端研究を推進する研究者の育成、及び将来の連

携につながる幅広い人的ネットワークの構築を積極

的に図ります。 

ナノスケール動的挙

動の理解に基づく力

学特性発現機構の解

明 

トポロジカル材料科

学の構築による革新

的材料・デバイスの

創出 

 

２０２２年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

老化に伴う生体ロバ

ストネスの変容と加

齢性疾患の制御に係

る機序等の解明 

「生命現象と機能性物質」 

「生命現象」、「機能性物質」という２つのキーワー

ドの下に、多様な分野にわたる挑戦的な若手研究者

による新しい価値の創造につながる基礎的な研究を

推進します。具体的には、「生命現象」に関連する新

規物質・材料の設計・創成及び生体分子や微生物等の

発見や機能解析、活用など生命現象の解明・制御・応

用に関する研究を対象とします。また、物質・材料と

生体の相互作用に関わる計測や評価に関する研究も

含みます。 

豊島 陽子 

（ 東 京 大 学 

名誉教授） 

ヒトのマルチセンシ

ングネットワークの

統合的理解と制御機

構の解明 

革新的植物分子デザ

イン 

細胞内構成因子の動

態と機能 

多細胞間での時空間

的な相互作用の理解

を目指した技術・解

析基盤の創出 

ゲノムスケールのＤ

ＮＡ合成及びその機

能発現技術の確立と

物質生産や医療の技

術シーズの創出 

実験とデータ科学等

の融合による革新的

材料開発手法の構築 



21 

 

２０２１年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

「総合知」で築くポ

ストコロナ社会の技

術基盤 

「リアル空間を強靭にするハードウェアの未来」 

本研究領域では、将来の強靱社会を構成するリア

ル側の技術、より具体的には、ハードウェア、デバイ

ス、モジュールなどといわれる「もの」に関する先進

的かつ挑戦的なアイデアを持つ若手研究者を支援し

ます。 

研究推進に当たっては、研究者育成の観点を重視

し、異分野の若手研究者同士が交流し相互に触発す

る場を設けることで、未来に貢献する先端研究を推

進する研究者の育成、および将来の連携につながる

幅広い人的ネットワークの構築を図ります。 

田中 秀治 

（ 東 北 大 学 

大学院工学研

究科 教授） 

情報担体と新デバイ

ス 

次世代ＩｏＴの戦略

的活用を支える基盤

技術 

情報デバイスの超低

消費電力化や多機能

化の実現に向けた、

素材技術・デバイス

技術・ナノシステム

最適化技術等の融合

による革新的基盤技

術の創成 

ネットワークにつな

がれた環境全体との

インタラクションの

高度化 

微小エネルギーの高

効率変換・高度利用

に資する革新的なエ

ネルギー変換機能の

原理解明、新物質・新

デバイスの創製等の

基盤技術の創出 

 

７．研究提案の受付方法 

２０２３年度の応募は「府省共通研究開発管理システム（ｅ－Ｒａｄ）」により受け付け

ます。 

府省共通研究開発管理システム（ｅ－Ｒａｄ）ポータルサイト 

ＵＲＬ https://www.e-rad.go.jp/ 

 

８．研究提案募集に関するお問い合わせ先 

科学技術振興機構 戦略研究推進部 
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〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

前田 さち子（マエダ サチコ） 

E-mail：rp-info[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 

 


